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は
じ
め
に

　
作
物（
植
物
）は
人
間
と
同
じ
よ
う
に
病

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
作
物
が

病
気
に
罹
っ
て
し
ま
う
と
、
収
穫
量
が

激
減
し
た
り
、
収
穫
物
が
商
品
に
な
ら

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
と
く
に
病
原

体
（
ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
、
カ
ビ
等
）
が

感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
伝
染
性
の
病
気
は
、
農
業
に
大
き

な
被
害
を
与
え
ま
す
。
作
物
が
伝
染
病

に
罹
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

病
原
体
を
正
し
く
検
出
し
、
対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
新
た
に
、
作

物
の
病
原
体
の
う
ち
、
青
枯
病
菌
（
ト

マ
ト
な
ど
に
被
害
を
与
え
る
細
菌
）
を

よ
り
正
確
に
検
出
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

増
殖
で
き
な
い
状
態
の
青
枯
病
菌

　
あ
る
特
定
の
細
菌
の
み
が
増
殖
し
や

す
い
よ
う
に
成
分
が
調
整
さ
れ
た
培
地

を
選
択
培
地
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、

畑
の
土
に
青
枯
病
菌
が
存
在
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
調
べ
る
場
合
に
は
、
畑

の
土
の
懸
濁
液
を
青
枯
病
菌
用
の
選
択

培
地
の
上
に
塗
布
し
、
培
養
し
ま
す
。

も
し
、
青
枯

病
菌
が
存
在

す
れ
ば
、
増

殖
す
る
の
で
、

肉
眼
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
大
き

さ
の
細
胞
の
集
団
（
コ

ロ
ニ
ー
）
が
形
成
さ

れ
ま
す
（
図
１
）。

　
と
こ
ろ
が
、
青
枯

病
菌
は
、
冬
期
の
低

温
や
土
壌
中
に
お
け
る
貧
栄
養
な
ど
の

ス
ト
レ
ス
を
継
続
的
に
受
け
る
と
、
生

き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
択
培

地
上
で
増
殖
で
き
な
い
状
態
に
陥
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。も
し
、

季
節
の
変
化
や
宿
主
作
物
の
根
の
接
近

な
ど
に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ

れ
る
と
、
増
殖
で
き
な
い
状
態
か
ら
増

殖
で
き
る
状
態
に
復
帰
し
、
再
び
作
物

に
病
気
を
起
こ
し
う
る
よ
う
に
な
る
と

す
れ
ば
、
い
か
が
で
し
ょ
う
？
既
存
の

選
択
培
地
で
は
、
青
枯
病
菌
を
十
分
に

検
出
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

増
殖
不
能
細
胞
も
培
養
可
能
に
す
る

　
わ
た
し
た
ち
は
、
生
き
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
増
殖
で
き
な
い
状
態
の
青

枯
病
菌
は
、
増
殖
で
き
る
状
態
に
復
帰

す
る
の
か
に
つ
い
て
詳
細
に
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
少
な
く
と
も
一
部
の
増
殖

不
能
細
胞
は
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
増
殖
で
き
る
状

態
に
復
帰
す
る
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る

現
象
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
復
帰

を
果
た
し
た
細
胞
は
、
ト
マ
ト
に
病
気

を
引
き
起
こ
す
力
を
保
持
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
増
殖
不
能
細
胞

も
選
択
培
地
で
培
養
で
き
る
よ
う
に
す

る
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
さ
ら
に
研
究
を
続
け
、
既
存
の
青

枯
病
菌
用
の
選
択
培
地
に
ピ
ル
ビ
ン
酸

と
い
う
物
質
を
添
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
検
出
で
き
な
か
っ
た
青

枯
病
菌
の
増
殖
不
能
細
胞
も
培
養
で
き

る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
（
図
２
）
。

　
今
回
の
知
見
は
、
農
業
や
植
物
検
疫

の
現
場
で
、
青
枯
病
菌
を
検
出
す
る
際

に
利
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
他
の
動
植
物
の
病
原
細
菌
で
も
、

増
殖
で
き
な
い
状
態
に
陥
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
た
め
、
同
様
な
研
究
が
展

開
さ
れ
る
基
盤
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
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生きているにもかかわらず増殖できない状態の
青枯病菌を検出する
生きているにもかかわらず増殖できない状態の
青枯病菌を検出する

病害虫検出同定法研究チーム　今崎　伊織

図1　選択培地上の
青枯病菌のコロニー

図2　青枯病菌の状態遷移



特　集

農業経営研究チーム　松本　浩一

営農モデルの策定と地域農業の構造変動予測を
支援するプログラム
営農モデルの策定と地域農業の構造変動予測を
支援するプログラム

は
じ
め
に

　
近
年
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
農
業
労
働

力
が
急
速
に
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
に
、
今
後
の
地
域
農
業
を
い
っ
た
い
誰

に
担
っ
て
も
ら
う
の
か
は
、
大
変
重
要
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
的
確
に
応
え

て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、
地
域
の
農
業
構

造
が
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
か
、
ま
た
、

地
域
内
の
担
い
手
が
ど
の
よ
う
な
作
目
を
選

択
し
、
経
営
面
積
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
か

を
分
析
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
対
応
策
を

講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
農
業
経
営
研
究
チ
ー
ム
で
は
、

こ
の
よ
う
な
地
域
農
業
の
分
析
を
支
援
す
る

た
め
に
、
地
域
内
の
主
要
な
担
い
手
の
営
農

モ
デ
ル
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
各
担
い
手
の
最

適
な
経
営
計
画
案
に
お
け
る
作
付
面
積
を
積

み
上
げ
る
と
い
う
方
式
に
よ
り
、
地
域
農
業

の
構
造
変
化
を
分
析
す
る
手
法
を
開
発
し
ま

し
た
。

地
域
農
業
構
造
変
化
の
分
析
手
順

　
こ
の
分
析
手
法
の
内
容
お
よ
び
操
作
手
順

は
、
図
１
に
示
し
た
通
り
で
す
。
ま
ず
、
地

域
農
業
の
概
況
と
し
て
、
水
田
や
畑
の
面
積

と
、
地
域
内
の
主
な
営
農
類
型
の
数
を
入
力

し
ま
す
。
次
に
、
営
農
モ
デ
ル
ご
と
に
常
に

農
業
に
従
事
す
る
人
数
を
設
定
し
ま
す
。
そ

し
て
、
後
述
す
る
「
営
農
計
画
策
定
支
援
シ

ス
テ
ム
　
Ｚ
‐
Ｂ
Ｆ
Ｍ
」
を
呼
び
出
し
、
営

農
モ
デ
ル
を
作
成
し
ま
す
。
最
後
に
、
想
定

す
る
期
間
（
５
年
後
な
ど
）
に
予
想
さ
れ
る

水
田
の
貸
付
面
積
を
設
定
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
分
析
手

法
で
は
、
計
算
の
前
提
条
件
を
設
定
す
れ
ば
、

あ
と
は
自
動
的
に
計
算
が
行
わ
れ
、
分
析
結

果
を
要
約
し
て
、
表
１
の
上
段
に
示
し
た
一

覧
表
と
し
て
表
示
し
ま
す
。

　
実
際
に
、
茨
城
県
の
あ
る
地
域
を
対
象
に

し
て
、
こ
の
分
析
手
法
を
用
い
て
み
ま
し
た
。

地
域
内
の
主
な
担
い
手
と
し
て
三
つ
の
営
農

類
型
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
２
０
０
３
年

か
ら
の
５
年
間
に
、
こ
の
地
域
で
実
際
に
生

じ
た
水
田
の
貸
付
面
積
を
入
力
し
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

と
、
こ
の
地
域
の
実
際
の
推
移
を
比
較
し
た

も
の
が
表
１
で
す
。
対
象
に
し
た
地
域
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
借
地
を
特
定
の
担
い
手
が
借
り

受
け
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
分
析
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
担
い
手
が

耕
作
す
る
面
積
の
割
合
か
ら
み
た
地
域
農
業

構
造
変
化
が
、
か
な
り
正
確
に
再
現
で
き
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「
営
農
計
画
策
定
支
援
シ
ス
テ
ム
　
Ｚ
‐
Ｂ

Ｆ
Ｍ
」
の
特
徴

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
分
析
手
法
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
い
か
に
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
営
農
モ

デ
ル
を
策
定
で
き
る
か
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、

こ
の
分
析
手
法
で
は
、
で
き
る
だ
け
営
農
現

場
の
実
態
に
即
し
た
分
析
と
な
る
よ
う
に
、

利
用
者
に
営
農
モ
デ
ル
を
自
ら
策
定
し
て
も

ら
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
営
農
モ
デ
ル
を
簡

易
に
策
定
す
る
た
め
の
方
法
が
必
要
で
し
た
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
こ
の
分
析
手
法
の
利

用
者
で
も
あ
る
Ｊ
Ａ
全
農
販
売
企
画
部
と
共

同
し
て
、
図
２
の
「
営
農
計
画
策
定
支
援
シ

ス
テ
ム
　
Ｚ
‐
Ｂ
Ｆ
Ｍ
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
Ｚ
‐
Ｂ
Ｆ
Ｍ
」
は
、
農
業
者
に
よ

る
営
農
計
画
の
策
定
や
、
農
業
経
営
の
改
善

に
向
け
て
Ｊ
Ａ
・
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
指

導
機
関
の
担
当
者
に
よ
る
経
営
支
援
活
動
で
、

利
活
用
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
開
発
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
「
Ｚ
‐
Ｂ
Ｆ
Ｍ
」
を
利
用
し

て
、
農
地
や
労
働
力
、
さ
ら
に
は
作
目
ご
と



図2　「Z-BFM」の起動メニュー画面

の
利
益
や
作
業
時
間
な
ど
を
設
定
す
る
こ
と

で
、
効
率
的
に
営
農
モ
デ
ル
が
策
定
で
き
ま

す
。
ま
た
、
農
業
所
得
を
最
大
に
す
る
た
め

の
分
析
結
果
が
分
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
る

な
ど
、
営
農
計
画
案
の
検
討
・
評
価
が
容
易

に
行
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

主
な
作
目
の
利
益
や
作
業
時
間
な
ど
に
関
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
準
備
し
て
い
る
た
め
、

経
営
計
画
手
法
に
対
す
る
十
分
な
知
識
が
な

い
、
あ
る
い
は
、
手
元
に
詳
し
い
経
営
デ
ー

タ
を
持
っ
て
い
な
い
方
で
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

適
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

　
こ
の
分
析
手
法
は
、
担
い
手
が
合
理
的
に

経
営
対
応
を
行
う
結
果
と
し
て
、
今
後
ど
れ

だ
け
の
農
地
を
借
り
受
け
て
い
く
か
と
い
う

観
点
か
ら
地
域
農
業
構
造
変
化
を
分
析
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
点
で
、
主
に
農
地
の
賃
貸

借
が
進
む
平
坦
水
田
地
帯
で
の
利
用
が
適
し

て
い
ま
す
。
農
地
貸
借
の
可
能
性
や
、
担
い

手
の
営
農
モ
デ
ル
の
形
成
な
ど
の
様
々
な
シ

ナ
リ
オ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
地
域
農
業
の

将
来
像
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
検
討

す
る
素
材
と
し
て
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
な
お
、
こ
の
分
析
手
法
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
・
エ
ク
セ
ル
の
マ
ク
ロ
機
能
を
使
っ
て

開
発
し
て
お
り
、
そ
の
ソ
フ
ト
は
、
操
作
・

解
説
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
と
も
に
、
中
央
農
業
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
農
業
経
営
研
究
チ
ー
ム
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://keieikenkyu.narcb.

affrc.g
o.jp
/ 

）
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
後
と
も
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
の
分
析
手

法
の
操
作
方
法
等
に
関
す
る
講
習
会
な
ど
を

開
催
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
頂

け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

【Z-BFMの内容】【Z-BFMの内容】

!経営概況の入力

"作目・作型の選択

#利益係数等の修正

$最適解の実行

#シミュレーション結果の表示

成し、その最適解を計算した上で、単体表を変動予測モデルに取り込む
営農計画策定支援システム（Z-BFM）を呼び出して、担い手の営農類型の数だけ営農モデルを作

Ⅰ 初期条件の設定

Ⅱ 営農モデルの作成

Ⅲ シミュレーションの実施

!地域の耕地面積概況の入力

"担い手経営の営農モデル数の設定

!農地流動化シナリオの設定

"シナリオの実行 ⇒　【自動計算】

Z- BFMの呼出

モデル数分
反復処理

単体表の取得

入
力
画
面

入
力
画
面

初期解 1年後 2年後 3年後 4年後 5年後

地域の耕地面積 ha 495 495 495 495 495 495

１経営当たりの経営面積

水 田 複 合 経 営 ha 5.50 6.21 6.21 6.21 6.21 6.21

稲 麦 大 豆 型 家 族 経 営 ha 12.00 15.68 20.43 20.43 20.64 20.64

稲 麦 大 豆 雇 用 型 法 人 経 営 ha 23.00 23.00 23.00 32.50 41.59 51.09

担い手の経営面積の割合 ％ 25.5 29.3 33.1 36.9 40.8 44.6

担い手の稲麦大豆耕作面積の割合 ％ 62.7 64.7 66.2 68.5 70.4 72.3

水稲の担い手別面積割合

水 田 複 合 経 営 ％ 6.6 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5

稲 麦 大 豆 型 家 族 経 営 ％ 9.6 12.6 16.4 16.4 16.6 16.6

稲 麦 大 豆 雇 用 型 法 人 経 営 ％ 9.2 9.2 9.2 13.1 16.7 20.5

米 作 兼 業 農 家 ％ 74.5 70.7 66.9 63.1 59.2 55.4

基準年

（2003年） 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年

地域の耕地面積 ha 495 495 495 495 495 495

１経営当たりの経営面積

水 田 複 合 経 営 ha 5.50 5.70 6.18 6.58 6.70 6.84

稲 麦 大 豆 型 家 族 経 営 ha 12.00 14.53 16.21 19.42 21.62 22.00

稲 麦 大 豆 雇 用 型 法 人 経 営 ha 23.15 28.88 33.20 41.53 44.26 49.71

担い手の経営面積の割合 ％ 25.7 30.3 34.0 40.4 43.5 46.1

担い手の稲麦大豆耕作面積の割合 ％ 62.6 64.9 66.7 70.0 71.5 72.9

水稲の担い手別面積割合

水 田 複 合 経 営 ％ 6.7 6.9 7.5 8.0 8.1 8.3

稲 麦 大 豆 型 家 族 経 営 ％ 9.7 11.7 13.1 15.7 17.5 17.8

稲 麦 大 豆 雇 用 型 法 人 経 営 ％ 9.3 11.7 13.4 16.8 17.9 20.1

米 作 兼 業 農 家 ％ 74.3 69.7 66.0 59.6 56.5 53.9

<<参考>>

戸 458 447 427 397 381 369

ha 8.8 19.1 15.5 31.3 12.6 11.9

地 域 内 の 耕 作 戸 数

当 該 年 に 貸 付 け に 出 され た 面 積

図1　地域農業構造変化の分析手順と入力画面

表1　分析結果の出力内容と茨城県のA地域を対象とした適用結果
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市
民
講
座
開
講
中

　
中
央
農
研
を
ご
理
解
い

た
だ
く
た
め
に
、研
究
者
が

専
門
分
野
の
話
題
を
中
心

に
お
話
す
る
市
民
講
座
を

毎
月
、第
２
土
曜
日（
9
時

30
分
〜
10
時
30
分
）に
食

と
農
の
科
学
館
で
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（
今
後
の
予
定
）

第
39
回
12
月
11
日（
土
）

　
　
土
壌
の
機
能
と
地
球
温
暖
化

第
40
回
1
月
8
日（
土
）

　
　
麦
の
話

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 
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5
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4

「
農
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
」
研
究
成
果
発
表
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
3
年
計
画
で
実
施
し
て
い
る
「
農

作
業
ロ
ボ
ッ
ト
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
成
果
発
表
会
を

「
農
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
は
労
働
力
不
足
を
救
え
る
か
」
と
題

し
て
、
10
月
7
日
に
中
央
農
研
で
開
催
し
ま
し
た
。
水

田
で
の
稲
・
麦
・
大
豆
の
土
地

利
用
型
作
物
を
対
象
に
、ト

ラ
ク
タ
、田
植
機
、コ
ン
バ
イ
ン

等
を
無
人
化
し
た
農
作
業
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
を
紹
介
し
ま
し

た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
構

想
、通
信
制
御
の
標
準
化
技

術
、安
全
性
確
保
、経
営
的

評
価
等
の
講
演
の
後
、水
田

圃
場
に
場
所
を
移
し
て
、農

作
業
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
堆
肥

散
布
、代
か
き
、田
植
え
、収

穫
、大
豆
播
種
、遠
隔
監
視
の
実
演
を
行
い
、1
6
0
名

を
超
え
る
参
加
者
に
農
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
を
体
感
し
て
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
発
表
会
の
様
子
は
N
H
K
「
お

は
よ
う
日
本
」
に
放
映
さ
れ
た
他
、参
加
さ
れ
た
方
が

動
画
をY

ou
T
u
b
e

に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、検
索

し
ご
覧
下
さ
い
。

フ
ー
ド
テ
ッ
ク
2
0
1
0

　
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
（
大
阪
市
）で
フ
ー
ド
テ
ッ
ク

2
0
1
0（
9
月
7
日
〜
10
日
）が
開
催
さ
れ
、中
央

農
研
か
ら
は
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

研
究
チ
ー
ム
の「
直
売
所
向
け

高
鮮
度
カ
ッ
ト
野
菜
の
受
注
・

販
売
シ
ス
テ
ム
」
と
米
品
種
「
越

の
か
お
り
」
関
連
の
展
示
・
試

食
を
行
い
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン

ト
は
、食
品
産
業
に
関
わ
る
幅

広
い
分
野
の
企
業
、団
体
の
出

展
や
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
な
り
、4

日
間
で
1
万
8
千
人
が
来
場
し
て
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
「
受
注
・
販
売
シ
ス
テ
ム
」の
展
示
で
は
、新
鮮
な
野
菜

を
用
い
た
「
食
材
セ
ッ
ト
」の
実
物
展
示
や
パ
ソ
コ
ン
画
面

に
よ
る
操
作
の
デ
モ
を
行
い
、食
材
卸
や
給
食
事
業
者

な
ど
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
越
の
か
お
り
」の
展
示
で
は
、米
粉
等
の
展

示
の
ほ
か
、（
株
）自
然
芋（
じ
ね
ん
じ
ょ
）そ
ば
に
よ
る
米

粉
麺
の
試
食
が
連
日
行
わ
れ
、大
変
多
く
の
来
場
者
に

実
際
に
味
わ
っ
て
頂
き
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

米
粉
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
で
「
米
め
ん
」
品
種

を
紹
介

　
平
成
２２
年
９
月
２２
日
〜
２４
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

に
お
い
て
「
米
粉
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、当
セ

ン
タ
ー
で
は
、米
麺（
め
ん
）用
水
稲
品
種
「
越
の
か
お
り
」

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
北
陸
研
究
セ
ン
タ
ー
・
生
産
者
・
企
業
に
よ
る
「
越
の

か
お
り
普
及
促
進
協
議
会
」の
活
動
と
し
て
、当
該
品

種
を
用
い
て
商
品
開
発
し
た
企
業
と
合
同
で
出
展
し
、

試
食
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ア
は
、製
粉
か
ら
流
通
、商
品
ま
で
米
粉
に

関
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、３
日
間
、企
業
や
外
食
・

中
食
関
係
者
な
ど
大
勢（
来
場
者
3
万
4
千
人
）の

来
場
が
あ
り
、活
発
な
名
刺
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

用
意
し
た
試
食
も
、予
定
数
量
を
大
幅
に
超
過
し
、急

遽
商
品
・
容
器
な
ど
を
取
り
寄
せ
る
ほ
ど
で
し
た
。

育
成
者
も
精
力
的
に
品
種
紹
介
を
行
い
、普
及
に
努
め

ま
し
た
。




